
                                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 水  

２ 木  

３ 金  

４ 土  

５ 日  

６ 月 保育開始 

７ 火  

８ 水  

９ 木  

１０ 金  

１１ 土 手作り弁当（にじ組） 

１２ 日  

１３ 月  

１４ 火  

１５ 水  

１６ 木 人形劇鑑賞（にじ：あか組…第二で） 

１７ 金 人形劇鑑賞（にじ：きい・しろ組…段原で） 

１８ 土 園開放・手作り弁当（にじ組） 

１９ 日  

20 月  

２１ 火 なかよし会（にじ：しろ組） 

２２ 水  

２３ 木  

２４ 金  

２５ 土 生活発表会（にじ組） 

２６ 日  

２７ 月 身体計測 

２８ 火 避難訓練・誕生会 

２９ 水 剣道（にじ：しろ組） 

３０ 木  

３1 金  

１月の園だより 
１月の行事予定 

令和７年１月 

日出みみょう乳児園  

           幼児園 

生活発表会  ２５日（土） 

     あか組   ９：００ 

     きい組  １０：００ 

     しろ組  １１：００ 

子どもたちは、お家の人にみにきてもらえる

ことを楽しみにしています。ドキドキわくわく

の子どもたちのステージをいっぱいの拍手で応

援していただければと思います。詳細につきま

しては、また後日、お知らせいたします。 

あけましておめでとうございます 

例年より少し長めのお正月休みでしたが、おじいちゃんおばあちゃんと過ごされたり、遠出をされたりなど、楽

しく過ごされたことと思います。お正月の楽しかったエピソードをまた聞かせてください。  

先月の参観ウイークでは、お忙しい中、お越しいただきありがとうございました。皆さまから「楽しかった。また

見に来たいです。」「子どもたちが色いろなことを考えていて、発想がユニークでおもしろかったです。」「我が子

の色いろな表情を見ることができました。」など、たくさんのご感想をいただきました。私たちも、この参観ウイーク

をきっかけに、お子さんのことについて、お父さんお母さんとさらに深くお話ができるようになったことを嬉しく思っ

ています。今後、各クラスでふれあいの部屋や個人懇談を行いますので、また園にお越しください。 

 

 

さて、ここ数年、様ざまな分野で多様性という言葉が聞かれ、性別、国籍、年齢、障がいなどへの多様性理解

が広がっていると感じます。テレビ番組でもそれらがテーマになったものが度たび放映されていますが、一方で

一人ひとりの「個性・その人らしさ」に対してはどれくらい理解し合えているのかなと考えさせられます。 

みみょうは、「感謝と思いやりのある自主的な行動のとれる子に」の保育理念のもと、一人ひとりの個性を大

切にした保育をしています。その中で、乳児園の子どもたちは、持って生まれた気質や才能もあるでしょうが、選

ぶものやあそび方、何かに気づくポイントなど、それぞれが異なり、個性がいっぱいです。幼児園にじ組では、個

性がその子らしさとして、さらに発揮されています。好奇心いっぱいで何事もいち早く挑戦する子、人がやってい

る様子を見た後に試してみる慎重派の子、漢字や国旗、電車など、記憶することが得意な子、疑問に思ったこと

や関心を持ったことは積極的に人から聞いて突き詰めていく子、いつも視線を周りの人に向け、何かあれば優し

く声をかけるお世話好きな子、みんなの前でおどけて見せみんなが笑顔になることが嬉しくてたまらない子・・・

一人ひとりが異なる素敵な個性を持っているので、ここに全て書ききることはできませんが、子どもたちは、周り

の友だちの個性をなんとなく理解して、自分の思いを発信し、また友だちの意見も受け入れ、折り合いをつけた

り、助けたり、助けてもらったりしながら過ごしています。それぞれが個性を伸ばしてきたと同時に考える力や、人

との関わり方、気持ちをコントロールする力などが身についてきているからこその姿なのでしょう。多様性を受け

入れることに関しては子どもたちの方が大人よりも柔軟で達者、いろいろな考えや見方があるということを日々

体感し、受け入れる器が大きいのもかもしれません。大人の私たちの方が、これまでの経験で、考え方やものの

見方が凝り固まっているのかもしれませんね。柔らかくしていきたいものです。 

私たち保育者は、これからも引き続き子どもたち一人ひとりが、やりたいことを存分にやって満足できるように

整え、また子どもたちについて保育者間で共有し合い、つねに一人ひとりにあった関わり方も工夫していきます。 

童謡詩人である金子みすゞさんの詩「わたしと小鳥と鈴と」は、それぞれにできること、できないことがあり、違

いがあることを称えた、何度読んでも心に染みて、やさしい気持ちになれる詩です。この詩の最後の「みんなちが

って、みんないい」という一節に「多様性」をどのように捉えるかということが集約されているように思います。一

人ひとりの個性はその子らしさであり、強みです。これからもずっと人に流されず、自分の個性を大切にし、自分

の意思で選び、決め、自分で道を切り開ける人へ、そして、周りの人のことも認め、受け入れられる人へ育ってほ

しいと願うばかりです。 

さて、今月は幼児園の生活発表会があります。もうすでに、友だちや先生たちと、自分の役割のことや思いつ

いたアイデアをワイワイと話し合い、そろそろ内容が決まりつつあるようです。その話し合いからも楽しみで仕方

ない様子が伝わってきます。子どもたちのわくわくどきどきの発表会をみなさんであたたかく応援しましょう。 

                                                                         

 

 

 

★今後の予定★ 

２月 

・りす組ふれあいの部屋  １８日（火）夕方 

・ひよこ組ふれあいの部屋 ２０日（木）夕方 

・らいおん組 進級説明会 ２７日（木）夕方   

※上記の２月の予定に関しては日にちが変更

になる場合もあります。 

３月 

・親子コンサート ８日（土） 

  みみょうグループ内で結成しているブラスバン

ド部に加え、当園の音楽好き職員たちも飛び入

りで参加をし、演奏/合唱します。ご家族皆さん

で幼児園ホールにぜひ、聴きに来てください。 

・あか組ふれあいの部屋  １９日（水）夕方 

・しろ組卒園式  ２２日（土） 

大切にしたい…子どもたちの個性 

人形劇鑑賞 

・１６日（木） 

  にじ：あか組…第二みみょうこども園にて 

・１７日（金） 

  にじ：きい・しろ組 

…段原みみょう保育園にて 

「つるのおんがえし」を観ます。目の前での上演

に子どもたちもいっぱいの感動がありそうです。 

なかよし会  

２１日（火） にじ：しろ組 

 比治山小学校に行き、お兄さんお姉さん

たちに学校を案内してもらいます。 

園長   香川 寮子 


